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Ａ-1．素形材技術研修講座「鋳鉄の基礎と応用」のご案内            New★ 

Ａ-2．素形材技術研修講座「鋳型の生産技術」のご案内             New★ 

Ａ-3．素形材技術研修講座「鋳鉄の鋳造方案技術」のご案内           New★ 

Ａ-4．素形材技術研修講座「軽合金鋳物の生産技術」のご案内 

Ａ-5．素形材技術研修セミナー「役に立つ！！鋳鉄品の品質管理と品質保証」締切迫る！！ 
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Ｂ-1．月刊誌「素形材」令和 9年(2027年)1月号 掲載原稿募集のご案内 

Ｂ-2．月刊誌「素形材」令和 8年 6月号（Vol.67,No.6） 

 

Ｃ．素形材業界関連－募集・トピックス－【●●☆●】 

￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣ 

Ｃ-1．第 272回塑性加工技術セミナー                    New★ 

   「はじめての塑性力学（準備編・基礎編・応用編）」 

                        【一般社団法人日本塑性加工学会】 

Ｃ-2．第 15回基礎講座「プレス加工現場の被加工材料の基礎知識（2日間）」   New★ 

   （8/18、9/17開催）         【一般社団法人日本金属プレス工業協会】 

Ｃ-3. 新たな“ものづくり”の可能性を探る－国内初の鋳造関連専門展     New★ 

   「Foundry Tech + Expo 2026」開催のお知らせ   【一般社団法人日本鋳造協会】 

Ｃ-4．2026年度 熱処理大学のご案内      【一般社団法人日本熱処理技術協会】 

Ｃ-5．第 452回講習会 

   「半導体材料の精密加工技術 ～最新研究から最先端加工技術まで～」 

                           【公益社団法人精密工学会】 

Ｃ-6．第 25回技術セミナー「ダイカスト製造と設備に係る最新技術」のご案内 

                         【日本ダイカストマシン工業会】 

Ｃ-7．2026年度粉末冶金講座のご案内       【一般社団法人粉体粉末冶金協会】 

 

Ｄ．素形材産業政策関連－トピックス・募集等－【●●●☆】 

￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣ 

Ｄ-1．統計                            【経産省】New★ 

Ｄ-2．「AIロボット・フィジカル AIを見据えたマルチモーダル基盤モデル開発事業」 

   を開始します                        【経産省】New★ 

Ｄ-3．価格交渉促進月間（2026年 3月）フォローアップ調査の結果を公表します 

                                 【経産省】New★ 

Ｄ-4. 受託中小企業振興法に基づく「振興基準」を改正しました    【経産省】New★ 

Ｄ-5. 「労働供給制約社会における中堅・中小企業の「稼ぐ力」強化戦略」を公表します 

                                 【経産省】New★ 



 

Ｄ-6. 「パートナーシップ構築宣言」の宣言企業数が 10万社に到達しました 

                                 【経産省】New★ 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

Ａ．素形材センター事業トピックス【☆●●●】 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ａ-1．素形材技術研修講座「鋳鉄の基礎と応用」のご案内            New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

本講座は、鋳鉄に関する基礎から応用までの一連の技術を対象として、鋳鉄の溶解技術から 

材料特性の基本、鋳造のための鋳型技術や鋳造方案および鋳造欠陥対策に至る幅広い内容 

について学ぶことができます。 

初めて鋳造に携わる方々でもわかりやすく基礎的な内容となっており、鋳造関連企業の新 

入社員の方や鋳造現場で活躍されようとしている方々、あるいは、既に現場で活躍さている 

方でも、改めて鋳造技術を基礎から再認識したい方にも役に立つ講座となっております。 

また、工場見学では、実際の鋳造現場を見学し、その企業の方々からもお話を聞くことがで 

きますので、皆様のご参加をお待ちしております。 

 

■ 8月 26日(水)、9月 2日(水)、9日(水)、 16日(水)（Microsoft Teams を使用） 

■ コーディネーター  ㈱鶴見製作所 兼吉 高宏 氏 

 

8 月 26日(水) 第 1部 鋳鉄の材質及び溶解の基礎  オンライン研修講座 

・総論                      近畿大学 淺野和典 氏 

・ねずみ鋳鉄の材質と用途         小西技術士事務所 小西邦彦 氏 

・球状・ＣＶ黒鉛鋳鉄、合金鋳鉄の材質と用途    近畿大学 淺野和典 氏 

・鋳鉄溶解の基礎                 近畿大学 淺野和典 氏 

・誘導炉溶解の実際              富士電機(株) 植村 浩 氏 

 

9 月 2日(水) 第 2部 鋳造方案・品質保証と管理・仕上げの基礎  オンライン研修講座 

・鋳造方案の考え方              大阪産業大学 杉山 明 氏 

・材質管理の基礎                 近畿大学 淺野和典 氏 

・鋳仕上げの現状と動向            大銑産業(株) 永田功治 氏 

 

9 月 9日(水) 第 3部 造型技術・欠陥対策の基礎   オンライン研修講座  

・生型造型法                  (株)クボタ 王  麟 氏 

・自硬性鋳型（無機系と有機系）と鋳型材料   山川産業(株) 川上 学 氏 

・鋳造欠陥とその防止対策の考え方       シニア教育士 和氣 慎 氏 

7 月 23日(水)午後  工場見学 虹技(株) （大型鋳物工場、デンスバー工場） 

 

■詳しい内容やお申込みは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/3299/202607071616144392.pdf 

 

■技術研修講座のスケジュールは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/27/ 

 

【問合せ先】 一般財団法人 素形材センター 企画部  e-mail:kensyu@sokeizai.or.jp 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/3299/202607071616144392.pdf


 

Ａ-2．素形材技術研修講座「鋳型の生産技術」のご案内             New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 鋳型は、鋳物の形状を形づくり、品質をも左右する重要なアイテムであり、その製造工法 

は大きく生型及び特殊鋳型に分類され、使用される材料や造型法が異なります。使われる砂 

や粘結剤などの材料の物性や特徴さらに工法の異なる造型技術の特徴を学ぶことにより、 

良い鋳物を作るための良い鋳型づくりのポイントを習得して頂きます。また、鋳型製作に欠 

かせない模型設計の基礎的概念を学び、鋳物品質を左右する技術を理解して頂くとともに、 

鋳物工場の抱える環境問題に関する基本的技術を理解し、SDGsに対応した考え方を学び、 

実務への対応力を身に付けて頂くことを目的とします。多数の方々のご参加をお待ちして 

おります。 

 

■ 10月 22日(木)、27日(火)、29日(木) （Microsoft Teams を使用） 

■ コーディネーター (公社)日本鋳造工学会 佐藤 和則 氏 

 

10 月 22日(木)  オンライン研修講座 

生型造型法概論       (株)ツチヨシ産業    黒川 豊 氏 

模型設計          (株)ＩＪＴＴ      古里憲明 氏 

鋳物工場の環境問題     新東工業(株)      岡安功史 氏 

 

10 月 27日(火)  オンライン研修講座 

生型造型ラインとその設備  橋本技術士事務所豊橋  橋本邦弘 氏 

特殊鋳型概論        神戸理化学工業(株)   藤原拓也 氏 

 

10 月 29日(木)  工場見学（株）マツバラ 

 

■詳しい内容やお申込みは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/3286/202606301344427926.pdf 

 

■センターの技術研修のスケジュールは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/27/ 

 

【問合せ先】 

一般財団法人 素形材センター 企画部 e-mail:kensyu@sokeizai.or.jp 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ａ-3．素形材技術研修講座「鋳鉄の鋳造方案技術」のご案内           New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 鋳物を作るためには、鋳物の形状をした空洞とそこへ金属溶湯を流し込むための湯道が 

物理的に必要である。この湯道の形状は、鋳造品の大きさや材質、溶湯中のスラグ巻き込み、 

湯回り不良、ガス発生、砂型の膨張など、多くの要因を考慮する必要があります。そこで、 

湯口方案等を設計するための基本原理と設計手順を学んで頂き、鋳鉄の中・小物を対象とし 

た事例、大物鋳物を対象とした事例を解説します。また、コンピューターシミュレーション 

の概要を解説し、活用事例などを学んで頂きます。更に、特殊鋳造法の特徴と鋳造方案につ 

いて学んで頂き、基本的技術を理解し実務への対応力を身に付けて頂くことを目的としま 

す。多数の方々のご参加をお待ちいたしております。 

 

■ 11月 12日(木)、19日(木)、26日(木)、12月 4日(金)  （Microsoft Teamsを使用） 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/3286/202606301344427926.pdf


 

■ コーディネーター (公社)日本鋳造工学会 佐藤 和則 氏 

 

11 月 12日(木)    オンライン研修講座 

鋳造方案の基礎          (株)IJTT 古里 憲明 氏 

ねずみ鋳鉄の中･小物鋳造方案    (株)IJTT 古里 憲明 氏 

 

11 月 19日(木)    オンライン研修講座 

大物鋳物の鋳造方案             Casting Service 菅野利猛 氏 

大物鋳物の鋳造欠陥と方案         Casting Service 菅野利猛 氏 

 

11 月 26日(木)    オンライン研修講座 

コンピュータを利用した鋳造方案   クオリカ(株)  木下文昭 氏 

球状黒鉛鋳鉄の中･小物鋳造方案    栗熊技術事務所  栗熊 勉 氏 

特殊鋳造法の特徴と方案           栗熊技術事務所  栗熊 勉 氏 

 

12 月 4 日(金) 工場見学 ㈱クボタ 恩加島事業センター 

 

■詳しい内容やお申込みは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/3288/202606301353037039.pdf 

 

■センターの技術研修のスケジュールは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/27/ 

 

【問合せ先】 

一般財団法人 素形材センター 企画部 e-mail:kensyu@sokeizai.or.jp 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ａ-4．素形材技術研修講座「軽合金鋳物の生産技術」のご案内 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

アルミニウム合金の鋳造技術としては、砂型鋳造、重力金型鋳造、低圧鋳造、ダイカスト 

など種々の鋳造法が適用されています。本講座では、ダイカスト以外の鋳造技術を取り上げ 

ます。これらのアルミニウム合金鋳物は、試作品から量産品まで、いろいろな製品として鋳 

造されていますが、複雑形状鋳物や高強度・高延性などの高性能鋳物として用いられるもの 

も多く、溶湯品質の向上、鋳造欠陥の解決、熱処理などの技術をうまく適用していく必要が 

あります。経験豊富な講師陣が、鋳造の基礎理論から実際の現場で役に立つ製造技術の細部 

にわたって説明します。質疑応答の時間も十分に取り、受講する方の理解を深める講座とし 

ています。多数の方々のご参加をお待ちいたしております。 

 

8 月 28日(金)、9月 3日(木)、11日(金)  （Microsoft Teams を使用） 

コーディネーター (公社)日本鋳造工学会 神戸 洋史 氏 

 

8 月 28日(金)  オンライン研修講座 

鋳造用アルミニウム合金の特性と動向  日軽エムシーアルミ(株) 堀川 宏 氏 

溶解および溶湯処理            日軽エムシーアルミ(株) 堀川 宏 氏 

各種砂型鋳造法と適用事例         森田技術士事務所 森田茂隆 氏 

 

9 月 3日(木)  オンライン研修講座 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/3288/202606301353037039.pdf


 

金型鋳造法と適用事例           森田技術士事務所 森田茂隆 氏 

鋳造合金の凝固・鋳造性          元 日軽エムシーアルミ(株) 北岡山治 氏 

アルミニウム合金の熱処理、塑性加工による品質向上  

                     元 日軽エムシーアルミ(株) 北岡山治 氏 

 

9 月 11日(金)  集合研修講座、工場見学 

鋳物製造の工法選択と品質管理        日産自動車(株) 林 憲司 氏 

工場見学 日産自動車(株) 栃木工場 

 

■詳しい内容やお申込みは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/3226/202606121604304715.pdf 

 

■センターの技術研修のスケジュールは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/27/ 

 

【問合せ先】 

一般財団法人 素形材センター 企画部 

e-mail:kensyu@sokeizai.or.jp 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ａ-5．素形材技術研修セミナー「役に立つ！！鋳鉄品の品質管理と品質保証」締切迫る！！ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

今も昔も製造業にとって利潤追求と品質保証は、大きなテーマで、「無駄なく、無理なく、 

より良い製品を継続して提供する」ための統計的品質管理の一層の向上が求められていま 

す。これには、品質を保証する品質管理手法の土台である統計学の基礎を知ると共に、従来 

の破壊試験に加えて非破壊での品質評価技術の活用が不可欠となります。 

そこで、本セミナーでは、「品質管理/品質保証の基本」と「種々の非破壊試験の原理と活用 

方法」を具体的に解説します。プログラム＜１＞①では、本セミナーの狙いと統計的品質管 

理の基礎概念、②で工場での具体的品質管理項目とその意味、＜２＞では、“きず”の破壊 

力学に基づく有害/無害の評価基準、＜３＞以降は，具体的な試験方法の原理・手順・評価 

について各分野を熟知した講師陣が解説します。各講義終了後には、講師から受講生への質 

問も含む双方向質疑応答の時間を確保することにより、理解度をより深めていただける企 

画となっています。皆様の受講をぜひお勧めします！ 

 

7 月 23日（木）9:25～17:00 オンラインセミナ－（Microsoft Teamsを使用） 

コーディネーター (有)日下レアメタル研究所 鹿毛秀彦  氏 

 

＜１＞品質管理・品質保証の基本的考え方 

①品質保証における統計的品質管理の意義  (有)日下レアメタル研究所 鹿毛秀彦  氏 

②工程内品質管理の項目と管理・評価の実際  

                   元(株)アイメタルテクノロジー 山田 聡  氏 

＜２＞「きず」の評価基準＝鋳鉄品における破壊靭性の観点から 

                       旭川工業高等専門学校 堀川紀孝 氏 

＜３＞材質の評価（特性との関係） 

①鋳鉄品基地組織の評価            旭川工業高等専門学校 堀川紀孝 氏 

②黒鉛形状と機械的性質の評価       (有)日下レアメタル研究所 鹿毛秀彦 氏 

＜４＞「きず」の検出と評価 



 

①表面「きず」                   電子磁気工業(株) 横山 望 氏 

②内部「きず」 ・放射線透過試験（X線 CT）による検出と評価 

                東芝ユニファイドテクノロジーズ(株) 富澤雅美 氏 

・超音波探傷試験（UT）による検出と評価      (株)検査技術研究所 坂代一郎 氏 

 

■詳しい内容やお申込みは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/3152/202604301056278738.pdf 

 

■技術セミナーのスケジュールは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/110/ 

 

【問合せ先】 一般財団法人 素形材センター 企画部 e-mail:kensyu@sokeizai.or.jp 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ａ-6．「第６４回素形材産業優良従業員表彰」【締切：８月３１日】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

素形材センターでは、「第 64回素形材産業優良従業員表彰」の募集を 6月 9日から開 

始いたしました。 

毎年 11月を素形材月間とし、素形材産業の重要性を広く社会にご理解いただき、且 

つ、素形材産業に携わられる素形材企業の皆様の日頃の功績を称えるとともに平素の 

労苦に報いるため、素形材月間事業の一環として素形材産業優良従業員表彰事業を実 

施しております。 

本年も、令和 8年 11月 6日(金)の素形材月間記念式典におきまして、経済産業省や 

業界の幹部も参列して表彰式を実施する予定でおります。 

 

■素形材産業優良従業員表彰 

本賞は、技術、技能または事務処理が優秀な方で、品質・生産性向上などに貢献、あ 

るいは勤続年数 20年以上（同一会社のみならず複数会社の場合でも可。）精勤して他 

の模範となっている方を表彰するものです。 

 

■募集締切：令和 8年 8月 31日(金) 

 

詳細は以下をご確認ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/136/ 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

Ｂ．素形材センター出版物情報【●☆●●】 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｂ-1．月刊誌「素形材」令和 9年(2027年)1月号 掲載原稿募集のご案内 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◆◇◆掲載は無料です◆◇◆ 貴社の素形材技術・製品のＰＲにご活用ください！ 

 

月刊誌「素形材」2027年１月号に特集「わが社の素形材新技術/新商品最前線」を 

今年度も企画しました。 

◇自社で開発(他社、他機関との共同も含む)されたあるいは実用化された素形材技術、 

 現場改善または製品について、開発の目的、内容及び成果を紹介してください。 

◇「当社ではこんなこともできる」といった自社の技術自慢も対象とさせていただいて 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/3152/202604301056278738.pdf
https://www.sokeizai.or.jp/pages/136/


 

 おりますので、あわせてご検討ください。 

■掲載の仕様は１テーマ・１ページ（図表、写真含む）で、１社３テーマまで 

 掲載できます。 

■応募締切は【10月 23日】です。 

■また本特集の掲載を経由して、次年度の素形材産業技術賞へのご応募も可能です。 

 素形材センターが応募書類の作成をお手伝いします。 

【応募方法】 

応募方法の詳細・応募用紙等は、下記をご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/30/detail=1/b_id=482/r_id=200 

 

【お問合せ・原稿提出先】 

一般財団法人素形材センター 業務部 E-mail：gyoumu@sokeizai.or.jp 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｂ-2．月刊誌「素形材」令和 8年 6月号（Vol.67,No.6） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【主な掲載内容】 

◆特集 鍛造における省エネルギー/省資源技術の開発 

◇省人化・カーボンニュートラルに貢献する差動ギアの冷鍛・機械加工一貫ラインの開発 

 －切り替えまとめと将来展望－ 

◇自動車用鍛造鋼部品の表面熱処理とその技術動向 

◇数値シミュレーションを活用した表面欠陥発生予測手法の検討 

◇鍛造コンロッド歩留まり改善による省エネ活動 （材料の投入位置精度向上） 

◆政策 TREND 

 原油の代替調達の動向 

 

他、文献速報、素形材工業生産実績などを掲載 

 

■バックナンバーも含め、下記よりお申込みいただけます。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/30/ 

 

【申込み・問合せ先】 

一般財団法人 素形材センター 業務部 

e-mail:gyoumu@sokeizai.or.jp 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

Ｃ．素形材業界関連－募集・トピックス－【●●☆●】 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-1．第 272回塑性加工技術セミナー                    New★ 

   「はじめての塑性力学（準備編・基礎編・応用編）」 

                        【一般社団法人日本塑性加工学会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 本セミナーは、はじめて塑性加工に携わる技術者，研究者や学生を対象としています。 

数値解析技術の進歩により複雑な加工解析が可能になってきましたが、適切なモデル化を 

行い、意味のある考察を進めていくためには、塑性力学の基礎的な知識は不可欠です。 

本セミナーでは塑性力学の基礎の理解に重点を置き、基礎理論とその利用方法として初等 

解法を短期集中型で学ぶことができます。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/30/detail=1/b_id=482/r_id=200
mailto:gyoumu@sokeizai.or.jp
https://www.sokeizai.or.jp/pages/30/


 

 

◆日 時：2026年 9月 1日（火）～ 3日（金） 

◆会 場：対面・Web ハイブリッド開催 

◆定 員：80名（対面参加 30名、Web参加 50名 定員になり次第締切ります。） 

◆締 切：2026年 8月 24日 17時 

 

■申込方法・詳細：下記 URLをご覧下さい。 

 https://www2.jstp.jp/event/event.php?mode=detail&id=1497 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-2．第 15回基礎講座「プレス加工現場の被加工材料の基礎知識（2日間）」   New★ 

   （8/18、9/17開催）         【一般社団法人日本金属プレス工業協会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 本基礎講座では、プレス加工の 3要素（被加工材料、金型、プレス機械）のうち、被加工 

材料と金型材料を対象にして、実際に使われる各種金属の性質や特徴について学ぶべき基 

礎を習得できるようになることを目指します。 

材料の性質を知るための基礎として、結晶組織など微視的な金属組織に立ち入った知識も 

含めて、プレス加工で生じる問題や注意点と関連づけて各種材料について紹介します。 

講義は昨年度の実績を踏まえ、平易を心がけ時間を取りながら、丁寧に分かりやすく進める 

ことをめざします。 

各種被加工材や金型材料については日常的に用いる材料規格の JISに関する知識の習得も 

含みます。 

受講者は基本的に実務経験が 2、3年程度あり、加工技術の基礎知識となる基本の材料知識 

の幅を広げたい、学び直したいと考えている現場／営業技術者も含めた技術者・実務者を対 

象にします。 

※今年度は、「被加工材料」編と「金型材料」編に分けて開催します。 

皆様のご参加をお待ちしております。 

 

◆日 時：2026年 8月 18日(火)、9月 17日（木）13：00～17：00 

◆会 場：オンライン ※参加用 URLは開催 1週間前を目途に別途ご案内いたします 

◆参加費：会員及び協賛会員：16,500円（税込） 

      一       般：27,500円（税込） 

◆定 員：30名（先着順） 

◆締 切：2026年 7月 31日（金） 

 

■詳細・申込方法：下記 URLをご覧下さい。 

 https://jmsa1964.com/news/20260617_3396/ 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-3. 新たな“ものづくり”の可能性を探る－国内初の鋳造関連専門展     New★ 

   「Foundry Tech + Expo 2026」開催のお知らせ   【一般社団法人日本鋳造協会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 一般社団法人日本鋳造協会は、2026年 9月 9 日（水）から 11日（金）の 3日間、東京ビ 

ッグサイトにおいて、国内初となる鋳造関連製品・サービスの専門展示会「Foundry Tech +  

Expo 2026」を開催いたします。 

 本展は「E-Mono作ろうよ！」をテーマに掲げ、Ecology（環境への配慮）、Economy（経済 

的価値）、Excellence（技術的卓越性）の三要素を兼ね備えた新たな“ものづくり”の可能 

https://www2.jstp.jp/event/event.php?mode=detail&id=1497
https://jmsa1964.com/news/20260617_3396/


 

性を広く発信いたします。現在、製造業全体が大きな転換期を迎えております。本展示会は、 

鋳造メーカーはもちろんのこと、各業界の会員様にとっても、次世代のビジネスを切り拓く 

ヒントが得られる絶好の機会となっております。 

 会場では、いすゞ自動車様、井関農機様、コベルコ建機様、三明機工様といった業界の第 

一線で活躍される企業様による「基調講演」や、出展各社による最新ソリューションのプレ 

ゼンテーションを連日実施いたします。 さらに、アジア最大規模の工業炉・熱技術の展示 

会「サーモテック 2026」と同時開催いたします。両展は相互入場が可能であり、鋳造から 

熱処理まで、包括的なものづくりの最新技術に一度に触れていただけます。 

 新たなビジネス展開や課題解決の一助として、ぜひ本展にご来場賜りますようお願い申 

し上げます。 

 

■ 開催概要 ■ 

◆名 称：Foundry Tech + Expo 2026 

◆会 期：2026年 9月 9日（水）～11日（金）10:00～17:00（最終日は 16:30 まで） 

◆会 場：東京ビッグサイト 南 4ホール（※サーモテック 2026は南 1・2ホール） 

◆主 催：一般社団法人日本鋳造協会 

■ ご来場登録について ■ 本展へのご入場には、公式ウェブサイトからの「来場事前登録」 

が必須となります。 誠にお手数ではございますが、下記 URLよりご登録をお願いいたしま 

す。 

▼来場事前登録・展示会詳細・出展者情報はこちら 

www.foundrytechexpo.com 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-4．2026年度 熱処理大学のご案内      【一般社団法人日本熱処理技術協会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 本講座のカリキュラムは、熱処理技術入門をテキストとして、熱処理の基礎理論と熱処理 

現場が抱える諸問題を結びつけた集中的な講演で構成されており、受講された皆様からご 

好評を頂いております。 

 

◆期 間：2026年 7月 27日（月）～31日（金） 

◆会 場：東京科学大学 西 9 号館コラボレーションルーム  他 

◆申込締切：2026年 7月 17日（金） 

 

■詳細・申込：下記 URLをご覧下さい。 

 https://jsht.or.jp/seminar/ 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-5．第 452回講習会 

   「半導体材料の精密加工技術 ～最新研究から最先端加工技術まで～」 

                           【公益社団法人精密工学会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 脱炭素社会の実現や AIの進化に伴い、次世代半導体デバイスには更なる高機能化と省電 

力化が求められています。これらに不可欠な SiCや GaN等の難削材加工を支える精密加工 

技術は、今や製造プロセスの核心を成しています。本講習会では、最新の研磨（CMP）・レー 

ザ加工・研削・切断（割断）に関する学術的研究と技術開発の最前線を詳説します。さらに、 

次世代の柱である SiC パワー半導体の最新技術と応用市場の動向についても紹介し、材料 

加工からデバイス応用の動向までを網羅的に取り上げます。第一線の講師陣による解説を 

http://www.foundrytechexpo.com/
https://jsht.or.jp/seminar/


 

通じ、若手から熟練技術者まで、最新知見の共有と日本の半導体産業のさらなる競争力強化 

に資する議論の場となれば幸いです。また、講習会後には対面でのご参加の皆様を対象に、 

名刺交換会をご用意致します。皆様の積極的なご参加をお待ちしております。 

 

◆期 間：2026年 7月 27日 

◆会 場：中央大学 後楽園キャンパス 2号館 2階 2215室および 2221室／ライブ配信 

◆申込締切：2026年 7月 20日 

 

■詳細・申込：下記 URLをご覧下さい。 

 https://www.jspe.or.jp/custom-event/event-16613/ 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-6．第 25回技術セミナー「ダイカスト製造と設備に係る最新技術」のご案内 

                         【日本ダイカストマシン工業会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日本ダイカストマシン工業会では、毎年ダイカスト関連の技術セミナーを関連業界団体 

様の協賛を得て開催しております。本年も以下のとおり開催いたしますので、幅広い関係者 

の皆様のご参加をお待ちしております。 

 

◆日 時：令和 8年 7月 24日（金）10：00～16：30 

◆会 場：機械振興会館 6階 66－67号室 

◆定 員：70名（定員に達し次第締切りとさせて頂きます。） 

◆締 切：令和 8年 7月 6日（月） 

 

■申込方法・詳細：下記 URLよりご確認下さい。 

 https://www.sokeizai.or.jp/pages/22/ 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-7．2026年度粉末冶金講座のご案内       【一般社団法人粉体粉末冶金協会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 粉体粉末冶金協会では、本年も「粉末冶⾦講座」を開催します。 

本年度は内容を⼀新し、7⽉に「粉末冶⾦⼊⾨講座」、11⽉に「粉末冶⾦の科学講座」、翌年 

1⽉に「粉末冶⾦の実⽤・応⽤講座」を開講します。 

 ⼊⾨講座では、「粉末冶⾦の基礎プロセスと全体像を学ぶ」をテーマに、全 6講義を 3⽇ 

間に分けて実施します。受講しやすさを考慮し、各回 2講義ずつの構成としました。また、 

当⽇受講できなかった⽅や復習を希望される⽅のために、受講申込者を対象として開催⽇ 

当⽇の⼣刻よりオンデマンド動画を配信します。 

 科学講座では、「物理・化学的視点から焼結の原理を深く理解する」をテーマに、全 5講 

義をオンラインで実施いたします。各講義は 130分（途中 10分の休憩を含む）とし、内容 

をじっくり学んでいただける構成としております。特に成形および焼結については、⼊⾨講 

座でご講演いただく講師の⽅々に、基礎的内容に加えて、その背景となる理論や考え⽅につ 

いても詳しく解説していただく予定です。  

 実⽤・応⽤講座では、「実⽤材料および先端材料の最新動向を深く知る」をテーマに、従 

来の代表的な粉末冶⾦材料から最新の研究・技術動向まで幅広く取り上げます。本講座は対 

⾯とオンラインを併⽤したハイブリッド形式で実施いたしますので、講師との直接的な交 

https://www.jspe.or.jp/custom-event/event-16613/
https://www.sokeizai.or.jp/pages/22/


 

流や質疑応答を希望される⽅は、ぜひ会場での受講をご検討ください。 

 本講座は、企業における社員教育や⼤学での学⽣教育の⼀環として、また次代を担う粉末 

冶⾦技術者・研究者の育成のためにも有益な内容となっております。多くの皆様のご参加を 

⼼よりお待ちしております。 

 

◆日 時：粉末冶金入門講座 1～3： 

       2026年 7月 3日(金)、17日(金)、31日(金) 

     粉末冶金の科学講座 1～5： 

       2026年 11月 6日(金)、13日(金)、20日(金)、27日(金) 、12月 4日(金)  

     粉末冶金実用・応用講座 ： 

       2027年 1月 22日(金) 

◆会 場：入門講座：オンライン（Microsoft Teams ウェビナー）＋オンデマンド配信 

     科学講座：オンライン（Microsoft Teams ウェビナー） 

     実用・応用講座：対面（京都テルサ）ならびに 

             オンライン（Microsoft Teams ウェビナー） 

 

■詳細、申込方法：下記 URL をご覧下さい。 

https://www.jspm.or.jp/event/20260605 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

Ｄ．素形材産業政策関連－トピックス・募集等－【●●●☆】 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｄ-1．統計                            【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○月例経済報告（令和８年６月） 

 https://www5.cao.go.jp/keizai3/getsurei/2026/0630getsurei/main.pdf  

〇経済産業省生産動態統計速報（５月分） 

 https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/seidou/result/ichiran/08_seidou.html 

〇製造工業生産予測指数（６月調査） 

 https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/yosoku/result-1.html  

〇鉱工業生産・出荷・在庫指数速報（５月分） 

 https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/iip/result-1.html  

〇経済産業省企業活動基本調査（２０２５調査確報） 

 https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/kikatu/index.html  

〇石油統計速報（５月分） 

 https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/sekiyuso/result.html  

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｄ-2. 「AIロボット・フィジカル AIを見据えたマルチモーダル基盤モデル開発事業」 

   を開始します                         【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 経済産業省は、フィジカル AI の実現に向けた政策を実施しています。その一環として、 

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）と連携し、「AIロボット・ 

フィジカル AIを見据えたマルチモーダル基盤モデル開発事業」を開始します。 

 

■詳細は以下をご覧ください 

https://www.jspm.or.jp/event/20260605
https://www5.cao.go.jp/keizai3/getsurei/2026/0630getsurei/main.pdf
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/seidou/result/ichiran/08_seidou.html
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/yosoku/result-1.html
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/iip/result-1.html
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/kikatu/index.html
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/sekiyuso/result.html


 

 https://www.meti.go.jp/press/2026/06/20260630005/news_00114.html  

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｄ-3. 価格交渉促進月間（2026年 3月）フォローアップ調査の結果を公表します 

                                  【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 中小企業庁では、毎年 3月と 9月の「価格交渉促進月間」に合わせ、受注側中小企業 30 

万社に対し、価格交渉・価格転嫁・支払条件の状況について調査を実施しています。2026年 

3 月時点の調査の結果、 

（1）価格転嫁率は、前回から約 1ポイント増の 54.2％となりました。 

（2）コスト要素別の転嫁率は、原材料費 55.7％、労務費 50.0％、エネルギーコスト 48.9％ 

  となりました。 

（3）官公需における価格転嫁率は、前回から約 4ポイント減の 48.4％となりました。 

  全体として改善傾向にはありますが、まだ道半ばであり、中小企業庁としては、引き続 

  き粘り強く価格転嫁・取引適正化対策を継続していきます。 

 

■詳細は以下をご覧ください 

  https://www.meti.go.jp/press/2026/06/20260626003/20260626003.html  

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｄ-4. 受託中小企業振興法に基づく「振興基準」を改正しました    【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 経済産業省は、令和 8年 6月 24日（水曜日）に公表された「知的財産権・ノウハウ・デ 

ータの適切な取引のための優越的地位の濫用等に関する指針」も踏まえつつ、価格転嫁・取 

引適正化の更なる徹底を図るため、受託中小企業振興法に基づく振興基準の改正を行いま 

した。 

 

■詳細は以下をご覧ください 

https://www.meti.go.jp/press/2026/06/20260624001/20260624001.html  

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｄ-5. 「労働供給制約社会における中堅・中小企業の「稼ぐ力」強化戦略」を公表します 

                                  【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 中小企業庁は、６月２４日、「労働供給制約社会における中堅・中小企業の「稼ぐ力」強 

化戦略」を公表しました。 

 

■詳細は以下をご覧ください 

 https://www.meti.go.jp/press/2026/06/20260624004/20260624004.html  

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｄ-6. 「パートナーシップ構築宣言」の宣言企業数が 10万社に到達しました 

                                  【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 経済産業省が関係府省庁等と連携して推進してきたパートナーシップ構築宣言について、 

7 月 6日（月曜日）時点で宣言企業数が 10万社に到達しました。パートナーシップ構築宣 

言は、2020年 7月の宣言開始以降、発注側企業が代表者名で、価格転嫁・取引適正化やサ 

https://www.meti.go.jp/press/2026/06/20260630005/news_00114.html
https://www.meti.go.jp/press/2026/06/20260626003/20260626003.html
https://www.meti.go.jp/press/2026/06/20260624001/20260624001.html
https://www.meti.go.jp/press/2026/06/20260624004/20260624004.html


 

プライチェーン全体の共存共栄を進めることを宣言する取組として拡大しています。今回 

の 10万社到達を契機として、引き続き、宣言を踏まえたサプライチェーン全体での取引適 

正化を進めます。 

 

■詳細は以下をご覧ください 

 https://www.meti.go.jp/press/2026/07/20260707003.html  

 

******************************************************************************** 

■「メルマガ素形材」は、基本、毎月２回程度で発行致します。 

  次回をお楽しみに！  

■「素形材業界関連―募集・トピックス等」に掲載ご希望の方は、 

 「１.件名 ２.主催者名 ３.概要 ４.HPリンク先」 

  を記載の上、mail@sokeizai.or.jp までお送り下さい。 

■登録内容の変更、配信停止希望はこちら(メルマガの申込 / 配信停止ページ)から 

 ご連絡下さい。 

  https://www.sokeizai.or.jp/pages/114/ 

■お問合わせ、ご意見、ご感想、また掲載内容のご要望はこちらからご連絡下さい。 

  gyoumu@sokeizai.or.jp 

■メルマガ 素形材は、今回で第４６４号となります。メルマガ素形材は“利用しやすい素 

 形材情報”を目指して発信しています。より多くの方にご覧いただくことで内容の充実を 

 図りたいと思っています。 

 読者の皆様のご意見、ご感想はもちろんのこと、ご関係の方々を当センター事務局にご紹 

 介・ご連絡下さい。 

******************************************************************************** 

■発行元：〒105-0011 東京都港区芝公園 3-5-8 機械振興会館 1階 102-2号室 

           一般財団法人 素形材センター 

      TEL：03-3434-3907  FAX：03-3434-3698  http://sokeizai.or.jp/ 

******************************************************************************** 

※ドメイン変更による不着メールが多くなっております。ご所属機関のドメインが変わら 

 れた際には必ずお知らせくださいますようお願い致します。 

 

https://www.meti.go.jp/press/2026/07/20260707003.html
mailto:gyoumu@sokeizai.or.jp

